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The rain was falling
The blossoms were fading
Your eyes, your words had shaded away
'Cause rain, long rain got my loves away
I look upon the trees
You'd come again in bloom

英訳紹介

雨が降っていた
花が色を変えてしまっていた
あなたの眼差しもことばも、その時にはもう影のようにくすんでしまった
雨が、この⾧雨が、私が愛した人を連れていってしまったから
私は木を見上げてみる
あなたがもう一度、ここで「もう一度言ってみて」と笑顔で言ってくれるはず



英訳紹介
①英語の詩では、その展開と時間経過が一致していることが多く、時間が
行きつ戻りつしながら、double-meaningな掛詞でリズムや雰囲気を出
すことは基本的にできない。そのため、この一首の言葉遣いや日本語独特
のリズムまでを完全に再現することは、基本的には不可能である。言語の
体系がまるで異なるだけでなく、日本語を見聞きした時に想起されるイ
メージの広がりを説明抜きに英語で表現することは、どのような英語名人
でも（当然 AI がどれほど発達しても）困難である。

②そこで、今回の翻訳ではこの一首をストーリー的に解釈することにした。
原文に忠実な翻訳であれば、雨は後半に登場させなければならないし、私
が翻訳したような「あなた(you)」も「目(eyes)」も「言葉(words)」も「愛し
た人(lovers)」も一切登場させてはならない。しかし、ストーリーとしての
翻訳を試みていく上で、読み手に情景を想起させるためには、日本語以上
に説明的な名詞や動詞の力が必要だと感じたため、想像力を膨らませた意
訳としている。



英訳紹介

④そこで、今回は音のリズムについて、音節の数を揃えながら、aabbcd
という構成にしてみた。a（1 文目と 2 文目）を 5 音節、b（3文目と 4 文目）を 9 
音節、c（5文目）と d （6文目）を 6 音節とした。また、a と b は脚韻とし
て-ing/away を揃え、b は序盤のフレーズのリズムを揃えている。

4 文目は、弱強のリズムを辿るとrain/rain/my/away に強のリズム
が来る。my は普通は弱く発音されるはずだが、「（他の誰でもない）私
の」という意味の強調をする場合は強く読まれる。もとの一首にあった
「字余り」な違和感を表現したつもりである。

さらに、本当は c と d も韻を踏む必要があったのだが、どこかに日本
語らしい不協和音を忍び込ませたかったため、あえてルールを無視した。

③リズムについて、英詩ではシェイクスピアによるソネットのように、一
節ごとに弱強のリズムの回数（弱と強が 5 回ずつ繰り返される）を揃えつつ、脚韻
を踏んでいく（全部で 14 行の構成がababcdcdefefgg のパターンの脚韻になる）のが鉄則と
なっている。



The rain was falling

The blossoms were fading

Your eyes, your words had shaded away

'Cause rain, long rain got my loves away

I look upon the trees

You'd come again in bloom

英訳紹介

✔ ✔ ✔ ✔



英訳紹介

⑤語句について、 shade away （色合いが徐々になくなっていく）は色や感情に
用いるのが基本となるフレーズである。

最後の come in bloom は、本来であれば come into bloom「咲き誇
る」だが、come again「また来てね＝もう一度言ってほしい」を掛ける
試みをしている。

You’d はYou would なら「推量的な期待や控えめな意思」、You 
should なら「そうあるべきだが未だそうなっていない、という側面から
の推量や義務感」になるため、取り方によっては解釈が複数存在するよう
に縮訳形にした。



英訳紹介翻訳を終えての感想
■当初は 30 分ほどで作成できると思っていたが、完成までほぼ 1 日かかってしまっ
た。（金曜の夜から日曜の夜まで、ほとんどこの一首のことばかり考えて過ごしてし
まった）
■わずか三十一文字にどれだけの技巧と意味と感情が込められているかということを
再発見することができた。
■日本語（古文）も英語も、共通点があるとするならばどちらも「音」が基本である
ということだろう。声に出して音を響かせてみると、意味だけでなく音の美しさや
「フック」のような引っ掛かりを体感できる。普段、解釈の可能性がたった 1 つ（か多
くても２つくらい）の文を読み書きすることに慣れ親しみすぎている自分がいることに気
付かされ、言葉がもつ倍音的な側面を再認識させられた。
■外国語としての英語を半ば強制的に学習することにうんざりしている日本人はきっ
と少なくない。実用面が強調され、ことばとしての美しさや深さに気付き、自分の母
語との違いや共通点の発見で見出されるワクワク感も大切な要素であると感じた。古
文や漢文は単に入試で出題されるから学ぶのではなく、私たちが日常的に用いている
母語としての日本語の音・響きの心地よさ・語感のルーツを知り、自国の文化の再発
見を通して普段遣いの日本語をより優美に、格好良く、そして楽しく使うための「美
意識の鍛練」として学ぶものだと思う。（自分もこんな授業なら高校時代に受けたかった…）


